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1. はじめに 

RCD 工法によるダムの高速化施工では、型枠の早期脱型や打継面処理開始時期を管理するために、コンクリート

の積算温度が利用されている。しかし、これまではコンクリート温度や外気温の計測データを事務所のパソコンで

しか閲覧できなかったため、作業場所での施工管理にタイムリーに利用することが困難であった。そこで、夕張シ

ューパロダム堤体建設工事では、リアルタイムにコンクリート積算温度を把握し、型枠脱型や打継面処理作業の開

始時期を現場で判断できるようにするため、ダムサイトに無線 LAN 環境を構築し、携帯情報端末を使用した積算

温度通知システムを新たに開発し、施工管理に活用した。 

2. 開発システムの要点 

 本システムの概要を図-1 に示す。本システムは、1）データ取得部、2）データ加工・発信部、3）データ閲覧部

の 3 つのシステムで構成されている。以下にその詳細を示す。 

 

 

1）データ取得部 

データ取得部では、コンクリート温度と外気温データを取得し、データ加

工・発信部へ送信する役割を持つ。設置場所はダム本体の温度計測を行う位

置付近とし、屋外用の分電盤カバーを利用し、その中に設置した。機器の設

置状況を図-2 に示す。 

2）データ加工・発信部 

データ加工・発信部では、データ取得部から送られるデータをプログラム

で加工し、ウェブサーバーとしての機能を持つパソコン上にデータを公開す

る機能を持つ。また作業開始時刻には各携帯情報端末に作業開始の通知メ 

ールを発信する。ウェブサーバーは、ADSL 回線で外部と接続されており、外部からのアクセスも可能となってい

る。セキュリティー対策としては、データ閲覧に際し、パスワードを要求する仕様とした。 

3）データ閲覧部 

現場でのデータ閲覧には一般的な携帯情報端末を利用した。場内は無線 LAN の環境が構築されているため、携

帯情報端末の wi-fi 通信機能を利用して 2）のウェブサーバーにアクセスしてデータを閲覧する。携帯情報端末の 

 キーワード コンクリートダム、RCD 工法、積算温度、型枠脱型、打継面処理、合理化、リニューアル 

連絡先   〒068-0545 北海道夕張市南部東町 夕張シューパロダム堤体建設工事作業所 TEL 0123-55-5533 

１）データ取得部（ダム本体） 2)データ加工・発信部（左岸天端） 3)データ閲覧部（現場）

指向性外部アンテナ 指向性外部アンテナ スマートフォン

無線LANアクセスポイント デスクトップPC（ウェブサーバー）

ポケットPC データ加工プログラム データ閲覧部（外部）

データロガー ADSL回線 スマートフォン,PC等

熱電対
　※無線LANの有効範囲は実測の結果、最大で直線距離４００ｍ程度

無線LAN

無線LAN

有線LAN

ADSL回線

wi-fi通信

図-1 システム概要図

図-2 データ取得部機器設置状況 
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